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TDSE、生成 AI プラットフォーム『Dify』において 

新ライセンス「Essential」「Standard」提供開始 

TDSE 株式会社（東京都新宿区、代表取締役社長：東垣直樹、以下 TDSE）は、生成 AI プ

ラットフォーム「Dify」において新たなライセンスプラン「Dify Essential」および「Dify 

Standard」の提供を開始いたしました。ライセンス体系を多様化することで、これまで以上

に幅広い企業の生成 AI 導入需要を取り込み、顧客基盤の拡大と継続的な収益積み上げを加

速させてまいります。 

 

TDSE は 2024 年より国内初の「Dify」公式販売・開発パートナーとして事業を展開しており、2025 年

度は「Dify」を軸として AI エージェント事業の成長を大きく牽引し、予想を上回る急成長を実現しました。

「Dify」はノーコード／ローコードの高い開発性・豊富な外部連携・Enterprise 版の拡張性が評価され、導

入を前向きに検討する企業が急増しています。今回、特定部門や小規模チームから段階的にスタートした

いという企業ニーズに応えるべく、Essential・Standard の 2 プランを新たに追加いたしました。本取組は、

新中期経営計画「SHIFT2028」が掲げる生成 AI エージェント領域へのシフトおよびストック型収益基盤

の強化を具現化する施策の一つです。 

 

1、 新ライセンスの概要 

（１）「Dify Essential」 

AI 活用のスモールスタートおよび検証に最適なプランです。特定部門や少人数チームでの利用を想定しており、迅速

な PoC（概念実証）から業務適用の検証まで、低リスクで生成 AI 活用を開始できます。 

（２）「Dify Standard」 

部門横断での本格活用を想定したプランです。複数部門・中規模チームでの開発・運用に対応しており、将来的な全

社展開や Enterprise 版へのステップアップを見据えた拡張性を備えています。 

3 プランの体系により、PoC から部門展開・全社実装まで、各社の AI 活用フェーズに応じて柔軟にスタートし、段階

的に Enterprise 版へと移行できる一貫した導入パスを提供します。 

２、 Dify Essential / Standard / Enterprise ライセンス比較 

項目 Essential Standard Enterprise 

ワークスペース数 3 10 無制限 

ユーザー数 20 100 無制限 

アプリ数 無制限 無制限 無制限 

想定用途 PoC・部門検証 複数部門・本格展開 全社・大規模実装 



なお、本新プランは 2026 年 6 月に発表済みの Dify 特約店（二次販売代理店）制度の対象ライセンスにも追加されて

おり、特約店を通じた提案の選択肢がさらに拡充されます。 

３、 今後の展開 

TDSE は、今回のライセンス体系の多様化により、Dify の機能・拡張性に期待しながらもスモールスタートを希望し

ていた企業に対して、より柔軟な導入の入口を提供し、顧客基盤のさらなる拡大を図ります。国内初の公式パートナー

として蓄積してきた Dify の導入ノウハウと、ライセンス提供から要件定義・AI エージェント開発・既存システム連携・

運用支援までを一気通貫で担える体制は、他社との明確な差別化要因です。スモールスタートで導入した顧客が活用を

深め Enterprise 版へとステップアップする過程において、継続的な支援機会と収益の積み上げを実現します。 

今後もパートナーエコシステムの拡充とソリューションの高度化を通じて、企業における生成 AI 活用の実装を加速

し、事業成長のさらなる拡大を図ってまいります。 

■ TDSE 株式会社 概要 

所在地 東京都新宿区西新宿 3-20-2 東京オペラシティタワー27 階 

代表者 代表取締役社長 東垣直樹 

設立 2013 年 10 月 17 日 

資本金 8 億 3,318 万円 

役職員数 194 名（2026 年 4 月 1 日現在） 

事業内容 データ経営を目指す企業向けに AI 技術を中心とした統合型ソリューションを提供 

上場市場 東証グロース（証券コード：7046） 

ホームページ https://www.tdse.jp/ 

■ 「Dify」について 

「Dify」は、生成 AI を活用した業務アプリケーション・AI エージェントをノーコード／ローコードで構築できるプ

ラットフォームです。企業内ナレッジ活用・業務効率化・意思決定支援など幅広い用途に対応し、エンタープライズ向

けの拡張性と管理機能を兼ね備えています。TDSE は国内初の公式販売・開発パートナーとして、Dify の国内普及を主

導しています。 

サービスサイト：https://dify.tdse.jp/ 

■ 本件に関するお問い合わせ 

【ビジネス・サービスに関するお問い合わせ】  

TDSE 株式会社 担当：山本 E-mail：agent@tdse.jp  

お問い合わせフォーム：https://dify.tdse.jp/contact/ 

【報道機関・投資家からのお問い合わせ】  

E-mail：Investors@tdse.jp 

mailto:agent@tdse.jp

